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J.M.Synge:・ 配魏7stotheSea

に お け る ・'reality'

耕 田 良 一

••• On the stage one must have reality, and one must have 

joy ; and that is why the intellectual modern drama has 
failed, and people have grown sick of the false joy of the 
musical  comedy, that has been given them in place of the 
rich joy found only in what is superb and wild in reality. 
In a good play every speech should be as fully flavoured 
as a nut or apple, and such speeches cannot be written 
by anyone  who works among people who have shut their 
lips on poetry.  •  •• (3, 

 J.  M.  S.

これは 『西 の国の人気者』の序文の一部である.J.M.シ ングはい う・一

「舞台には現実がなければならな恥し,喜 び もな.ければならない」また

「現実の中の崇高で野性的なものにのみ見出だされる豊かな喜び」と.

シングのい うところは,彼 が描いたアイルラン ド農漁民の生活と生活感

情及び彼等の豊かな言葉にある.近 代劇における最 も優れた一幕物の一つ

として一般に認知 されている彼の悲劇 『海へ騎 りゆ く人々』 もジこの点で

は,勿 論,例 外ではない.だ からといって,こ の戯曲の素材が,「 崇高」

で 「野性的」であるが故に,『 豊かな喜び」を与えるということだけで片

付けることはできない.そ こで,彼 のいう`reality'に 戯曲構成の面か

ら検討を加え,そ の意味の一端を明 らかにしてみよう.

戯曲の行動は 「死」をめぐって展開され,幕 開きにおけるマイケルの死

への予見か ら,最 後 にただ一人残った男手バー トレイの溺死に到るまで・

その行動はすべて死 との葛藤に集約されている.こ の葛藤の要因とな為の

が 「海」の存在であ り,こ の海が 「海へ騎 りゆ く人々」における現実 とし

て存在 しているわけである.そ して,「 崇高』で 「野性的」な自然或は人
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生とい うのは,こ の戯曲の場合,「 海」そのものであり,ま た,「 海の重

荷に圧 しびしがれた生活」なのである.こ こに登場する人物はすべて海に

結びつけられ,そ の結び目は決して解かれることがない.こ の意味で,海

の存在は,戯 曲の行動への積極的な参加者として認められる.そ の反面,

登 場 人 物 の海への反応は,終 始,受 動的なものとなっている.こ の点か

らすれば,海 と登場人物 との葛藤は最初から勝負の決った闘争のようなも

のであり,人 為では如何 ともなし難い現実一海一に対 して,ア イルラン ド

西方沖合の島(ア ラン島)の 農漁民は,た だそれを大いなる現実 として受

けとめることしかできない.そ こで,彼 等の悲劇は,不 動のもの ・抗い得

ないものとレて彼等の生活に入 り込み,且 つ,当 然の如 く彼等の生活感情

を支配している.そ こには虚飾抜きの 「生と死」の問題 しか存在 しない.

そして,こ の 「生対死」のテーマが,舅 ・夫 ・六人の息子を海で失 くすモ

ー ・・の心の中で,「 夢と現実の葛劇 として現われている9生 に対する

夢,死 を意味する現実,こ の二つの相対するもの㊧間の緊張が戯曲の行動

を展開させてい く.夢 と現実の葛藤から起るこの緊張を無視 したのでは,
『海へ騎 りゆ く人 々」の戯曲としての行動性を見逃がすことになる.レ イ

0
モ ン ド・ウィ リァムズはこの戯曲 を 「叙述的 な悲劇」 と評 してい るが

,そ

れは,海 と登場入物 の役割 を,『 「海へ 騎 りゆ く人 々」において,人 物 は単

な る犠牲 者にす ぎない.受 容の念は,完 全な ものではな くて,む しろ
,う

んざりさせる総 とい・たものである噛 瀞 この齣 唯一の性 格 で あ

る」とい うエ リス ワ ・硬 冖撃 の判断 ま糠 である・結局誨 だけが

能動的であるとい うことになる.」 と,こ のように規定 したところから自

ずと引き出される説明である.確 かに,こ の戯曲の世界は,デ ラン ・プラ

イ♂ のいうように,「 宇宙における人悶の位置についてのシングのイメー

ジ」である ことには疑いの余地がないけれ ど も,だ か らとい って,レ イモ

ン ド・ウィ リァムズのよ うに,た だ この ことを 『悲劇的に叙述」 してい る

にすぎない とい うのでは,こ の戯曲に葛藤 の展 開を認めていないこ とにな

り,ま た,実 際,彼 に よると,「 そこには人 間の生 活は一つ としてな く,

燗 臈 藤と纖 は滴 然のもつ燬 縛 荷によ・て,ま た,nじ く泊

然法則の圧力によって,消 されている.」 ということになり,極 端にいう

と,「 では,意 志のある生きた人間は存在しないのか」と問わねばならな

い。登場人物は自然一海一に対 して受身の文場にあり,そ れに向って能動
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的 に働きかけ るごとは及びもつかないとはいえ,モ ー リャの心における,

海(即 ち,死)と 彼女の夢(即 ち,生)と み内的葛藤を見逃すことは許さ

れまい.彼 女 の心の葛藤 を軽視したのでは,こ の戯曲の行動及びその基礎

となるシングの`reality'に 対する理解の手がかりを見失 うこ と に な

る.し かし,モ ー リャの内的葛藤を除いて,こ こには,対 象に創造的に働

きかけるとい う意味での 生活はなく,過 去 と未来との永遠の発展的な闘争

の世界 もない.こ のことが,レ イモン ド・クィリァムズをして,モ ー リャ

の内的葛藤 を問驢とさせず,「 諦めの念」という一語で彼女の心の状態を

片付けさぜたのであろう.「 「この劇は1劇 的な行動を欠いてお り,死 を

従順に受け容れる態度 を具象化 し,そ して,こ の態度は現代人の感情にと

って無縁な ものである」と不満を述べている批評家達 もいる.だ が,シ ン

グにとって,こ の劇は,直 面する現実と困難な関係にある生活を,直 接移

しと った ものであ った.た とえ,こ の関係 が,生 と死に他の意味を見出だゆ
している観客 にとって,不 可解に思えても.」

モー リャを含めた島民達の生活は余 りにも素朴な真実に基づいており,

それ故に,複 雑な人間社会における葛藤から見ればヂ意志の戦いを通じて

発展的に生 きるとい う要素がなく,従 って,劇 的行為の展開は望めそうに

思えないが,こ こには,人 間にとってm根 本的な 「存在 す る 喜 び」と

「死」との葛藤 という最 も素朴な姿が示 されているのである.だ か ら,シ

ングは,生 のはかなさという悲 しい物語を語ることによって,日 常的な直

接 の現実の外に,更 に,普 遍化された現実をも示 していることが分 る.生

と死に対する毛一リャの態度,そ れは彼女の体験からくるものであ り,そ

の体験は彼女の生活 と密接につながってい る.こ のごとが,偽 りのない人

間感情 として,作 者の`reality'と なる点である.彼 女にとって・最後

の働き手であるパー トレイを失 うことは,破 壊されつつある生活ぺの最終

歯な打撃,即 ち,生 活の禁止を意味するものである.彼 の船出に際 して,

彼女のい う,「 たとえお前に百匹の馬があ って も,ま た,千 匹の馬があっ

て も,息 子がただ一人 しかいない場合,そ の息子に比べて千匹の馬の値段
0

も何になるかね.』(41頁.)こ の言葉は,彼 を海一死一から逃れさ輩よ

うとする彼女の意志の現われであ り,彼 女の望む夢を求めての叫 び で あ

る.ア ラン ・プライスのように,こ こに社会的な意味を見出だして,「 こ

の叫びは,真 の価値観を求めての祈 りであり,営 利的な利得に類する秤で
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一個の入間生命を計ることへの拒絶であ り
,辛 うじて暮 しを立てるために

xず 自らの生命を危険にさらさねばならない生活条件に対す る抵抗であ

る.』 と,こ のように説明することも,シ ングの他の戯曲における創作態

度と相俟 って,こ の戯曲から引き出し得る解釈であるが,こ の彼女の願い
は,原 始的な人間感情に留まっているものであって,社 会的な拡が りを意
識 したものではない.

彼女は,現 実に基づいた体験からくる生活感情によって,.バー トレイの

死 を予知 し,そ れを阻 もうとして最後の夢にすがることになるが,他 方,
彼にとっての現実は 「海に出掛けねばならない」とい うことであ る.そ の
彼の現実を食い止めようとする微 の夢も,ま た,飽 く,まで現実 から離れ

ない寸 お前が他の息子達 と蜘 こ溺れ死にでもした日には,私 達 はひどく
困ることになろう・私は年老いて媒 を目の当 りに見ているのだから

,私
と娘達とはこれからどうして暮 していけるだろ う?」(42頁 ,)だ が,彼

女の夢もこれまでで,バ ー トレイが,最 早,求 める夢の外なる存在となる

時,未 だ来ぬ現実一バー トレイの死一を心に受 け とめ る.バ ー トレイの

出立後・そのm体 が運び込蝋 るまでのモー ・・は,過 去の現実吻 内
の死一をバー トレイの死の予告の如 くに語 り,結 果はその予告通 りに な
る・ここおける微 の嘆きは・単に・・i-一トレ・や対 ケ・吸 び海の犠牲

となった身内の者に対するだけのものではなく,島 の人達,更 には,人 間
の減びゆ く姿への嘆きとなっている.最 後の息子を亡 くした彼 女 の 心 に

は・個 々の問題を越えての普遍的な死の姿のみ餓 り,「 これでみんな_
緒にな・て しま・たのだから・ もうお仕 舞いだよ.」(5碩.)と い う

舅 夫゚ 六゚人の息子の死を飴 したこの鰍 の言葉は調 人的な死を騎

して,そ れが漁民の生活一般に通 じることを示 している
。か くして,現 実

は,過 去から現在へ,そ して,現在から未来へと繰 り返されるのである
.こ

ういった死の繰 り返しの中で,彼 等は夢を見,挫 折 し,諦 めるといった過

程に到るところには・・グの齢 観力覬 われていると解することができよ

う・'そ して… グのこの.,は,「 すべ ての芸術 は綱 綿 であ8」 と

い う彼の信条勘 ・ア・搗 での見聞によ・て 裏 付 け られている
.そ の

一例として一 「ア・癌 』において
・彼1ま一少女の中た汀 徽 は或る時

は単なる百姓であるが,時 には有史前の幻滅感をも
って世界を眺め,そ の

艶 がか・た青い肋 表情の中に雲楠 の外部の失勤 すべて合せ有 して
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いるようであ る.』(『 アラン島」84頁.)と 記 している.だ が,逆 にい

えば,「 彼等 島民は,隼 きている限 り,か なわぬ死 との葛藤の中でも決 し

て夢を捨て去 ることがない」とい う人間性 に対するシングの素朴な楽天観

と解せないこ ともない.何 故なら,彼 等は悲痛な環境においても生活する

ことを忘れないし,ま た,生 命に対する構熱を失 うこともない か ら で あ

る.と はいえ,勿 論,人 生は本質的には悲劇的であるという彼の人生観は

如何にしても否定 し難い.

モー リャが最後に到達する諦念についても,そ れは,周 囲の現実との単

なる妥協であ るとして済ますことのできる問題 ではない.「 マイケ脚 ま,

全能の神様の お恵みで,は るか北の方で立派に埋葬されている.'バ ー トレ

イは,そ の白板で立派な棺を作って貰い,き っと深い墓穴を掘って貰 うだ

ろう.そ れ以 上に私達は何を求めることができよう?誰 でもいつまでも生

きていることはできないのだから,私 達は満足せねばなるまいよ.」(55

頁.)幕 切れ におけるモー リャのこの諦めは実に聴 く者の心を寒からしめ

るような種類 のものである.「 この人生において,憩 い と慰安 を得 る道

は,愛 する者 の死によって,ま た,苦 悩に耐える力をすべて消粍 し尽すこ
　

とによってのみ開ける.」 とい うことになる.

生に対する情熱の燃え尽 きた後の現実一そこには人間の悲 しくも悲劇的

な詩情が漂い,他 の者には知るよしもない内面的な厳 しいアイロニを見る

ことができる.そ して,幕の下 りるまで続 く島の入達の 「泣唱」,そ れ も,

単に死を悲しむ諦めの念といったような ものではなく,拗 えられた情熱一

その緊張一を破った発作にも近い.「 この泣唱の悲 しみは,… 死に対する

個人的な嘆きではなく,こ の島のあらゆる人達の心の何処かに潜んでいる

激情をすべて有しているようである.こ の悲痛な叫びの中に,人 々の内な

る意識が暫 しむき辷しにされ,そ して,そ の意識は,風 と波によって戦い

を挑む宇宙G'直面 して自らの孤立を感ずる人達の気持を示 しでいるようで

ある.彼 等は,平 生は黙 しているが,死 の前では,無 頓着とも忍耐とも見

える外見はすべて忘れ去られ,彼 等はす べての定められている運命の恐ろ

しさの前で,哀 れな絶望をもって泣き叫ぶ。」(「 アラン島』43頁.)そ

こには死に対するキ リスr教 的な態度は全然見出だされない.そ れは正に

死を鏃 騨 把握 した黼 の現われであり・モ冖リ盛 び島の人1こ と・

て,「 組織化された宗教の慰めは何の役にも立たない』 ものであることは
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明白である.

バー トレイの死によって生活の破壊が決定的なものにな
った時,モ ー リ

ャの生 翫 の内的轗 の緊張は溶け・彼女の生に対する夢は消え劫,後

は鏃 を受+'Jれ るだけとなるが・ 「もう,み んなこの世を去 って しまっ

た.だ から,海 は私 にこれ以上どうすることもできない.… 風が南から起

り,東 に西に寄せ波の音が聞え,そ れが互いに打ち合って,両 方の物音で
大きな響きを立てる時も・私は・もう・趣 て泣いた蜥 。た りする必要
はないだろう・サづ ・ン祭の後の暗し液 に淋 を馳 に鵬 ける必要 も

もう私鷹 ないだろうし・他の女勸 ・泣唄を唱えている時でも
,私 は瀚 ・

どんなにな っていようと構わない.… もう,私 はゆ っくり休め る だ ろ う

し,サ ーヴィン祭の後の夜長にもよく眠れるだろう.た とえ私達の食べ物

がほんの少 しの湿・た・陵 粉 といや嫉 いのする魚だけであ
。て もね 』

(53頁)こ の微 の言Gこ は・消極的とはいえ,現 実を認識 した上での
精一杯の抵抗の感情が示 されている.

自然は図 り知れない程強力である一それに対 し七人間は死に物 ぐるいの

葛藤を演 じるが,P7r詮 は力尽きた形に終る.だ が,幻 影によって生きるこ

とは,こ れまでの体験が許さない.何 故なら,幻 影によっては生きること

のできない素朴な真実一生 と罪の関係一を彼等は生活感情において受けと

めているからである・… 一ンと/-・ の駘 は,.・ イケ・レの死の確認
やバー トレイの生命についての不安の中で,無 意識的にしろ,現 実の直視
腿 けようとする傾向が糊 きから認められ,そ の徽 達の幻影 も現実の

前にあえな く崩れ去 るが,こ の彼女達 も,重 なる経験によって,将 来,幻
影の空 しさを感知する臨 モー・・の心・済を理解するに到 るこ とで あ ろ

う想 し・カスリーンは・意識的に避けよ「うとは して い る が
,死 が 絶

え ず 近 くに あ り灘 坊 れ な い も の で あ る と い う こ と を知
。て

お り,こ の点では,ノ ーラよりも一歩モーリャに近い存在であ る と い え

る・モ宀 ・・の心に耡 る・海 死 を諭 ようとする望みと
,誰 もそれ

を逃れることができないという怖れとの間の葛藤は,カ ス リーンや ノーラ
㈱ いても・微 達の夢が獄 にさえぎら罐 折する度に,モ ー・。と同
じ過程をたどり,遂 にはモー リャの体験がそのまま娘達のものとな

って,
「生と死」の鹹 は繰 り返されることであろ う.艮卩ち,rモ ー リ。は,ア
ラン島の島民達だりでな く,す べての入間を表わ している.彼 女は,敵 対
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する宇宙に向 う人間の姿であり,シ ングは,他 の場合と同様,彼 女に ょっ

て,人 生は本質的に悲劇的であり,窮極の現実は死であるとい うこと,しか

も,この事実 搬 け容れることによ・て・死ぬべき齢 にある燗 に慰する

同情 と共に,慈 愛と平安がやってくるだろうとい うことを示 している.』

モー リャに よって代表 されるアラン島の農漁民達の生活は,死 の現実と

直接つながるものであ り,虚飾に満ちた文明社会の観念をま,彼等の現実の前

には全 く無力 な存在と化す.即 ち,そ の原始的な生活においては,観 念に

ょる逃避は通用 しない.だ から,彼 等農漁民の喜びは,自 らが存在す ると

い うことへの素朴な喜びであり,し かも,彼 等の現実は悲痛な条件下にあ

る.こ の事清 が彼等の豊 かな 「民族的想像力」の土台をなしている.こ の

「民族的想像力」に満ちた原始的な生活に,シ ングは詩 を見出だし,喜 び

を感 じたのである.文 明世界の俗事を嫌い,原 始的な自然を求める彼の気

持は,『 八間が初めて海に出掛けて以来,原 始的な民族の役に立 ってきた

型の,こ の粗末な布のカヌーに乗って,自 分が文明から離れていくのを知

ると,一それは私にこの上 もない満足の一時を与えた.」(「 アラン島』21

頁.)と い う言葉に見られるように,彼 の人生における喜びと通 じるもの

であ り,更 に,こ の物質文明のために 『この島の家庭の神聖は汚された』

(『アラン島」57頁.)と シングは断定 し,また,「島で信 じられている野性

的な神話 と女性の不思議な美 しさとの間に何かっなが りがありそうに思わ

れた.』(『 アラン島』19頁.)と,島 の 「野性的な神話」と女性の 「不

思議な美しさ」の間に関係を感 じとろうとしている.彼 のこ の 態 度 は,

「民族的想像力Jの 豊かな原始的生活の中に,心 身ともに 「自然の理想』

(「アラン島」32頁.)に 適 う人間の姿を見るまでに到 り,シ ングにとっ

て,島 の女性達に見る美は 「極立 って精神的な表椿」(「アラン島』19頁.)

であり,物 質的な文明に汚されない精神的なものとして認識されている.

即ち,人 間性喪失の文明に反逆して,原 始的生活に 『古い社会の純良さの

片 りん」(「 アラン島」32頁.)を 見つけ出 した彼は,自 らの戯曲にもこ

の態魔 持 していることはい うまで もなし・・ 「私の離 び地繭 な蓋作に

おいて,私 は人間性とこの不思議な外的世界を与えようとしてきた.」 と

彼がいう時,「 人間性』も 「この不思議な外的世界」も,共 に,シ ングが

アラン島で見出だしたような種類の ものを意味 しているのである.シ ング

が,彼 等の話す言葉の音楽性に魅力を感 じ,そ こに詩を認めたということ

/



は・確かに一つの事実ではあろうが,戯曲の詩的な要素 も,そ の背後にある

生活を伴ってこそ,そ の存在価値を示すものであるから,ア ラン島でのす

べてに彼の創作家 としての共鳴があったと考えるのが至当である.素 朴な

人間性を毒する文明や抽象的な真実より原始的な情熱や具体的な現実の方

が神聖であるという態度が,そ のまま,舞 台における,所 謂,彼 の 「喜び』

とつなが っているということは,シ ングが文明による入間性の 墮 落 を 見

て,そ れに代る健康な人間像を自ら舞台に示 し得たとい う彼の自信から出

ているものである.で は,シ ングにいわせれば,モ ー リャによって代表さ

れる生活が我々に 「喜び」を与え得 るというのであろうか.然 り.文 明社

会における一般的な喜びではなくして,偽 りのない人間性の激 しさにおい

て,ま た,本 質的に悲劇的な存在と認め られる人間の悲劇性において,モ
.一 リャの姿は美とな り喜びとなるのである.逃 れ得ない不 幸 な 現 実,更

に,究 極の現実である死そのものが,美 であ り喜びであるとい うのでは勿

論ない.そ れに対処する島の農漁民達の原始的な人間性,単 純に して素朴

な生活とい う面にシングの眼は向けられている.だ から,同 じ不 幸な現実

でも一そ0)究極の死でさえも一文明社会にあける場合と原始的なこの島と

では意味が違ってくを.観 念の遊戯をしない,ま た,抽 象的な真実によ
っ

て現実の逃避を試みようとは しない島の人達であるが故に,不 幸は生活に

おいて 「生 と死」とい う形 で激 しさを加える.文 明社会では,こ んな風

に単純化す ることはできない.文 明化 された複雑な近代入の感情は複雑に

反応するからである.ア ラン島においては,激 情 ・忍尉 ・死を通 じての安

息が,不 幸に対する彼等島民の感清面の起伏である。この感清 の 起 伏 が

現実に対する原始的な人間性の反応であってみれば,シ ングのい う人間性

なるものが原始的な入間感情一偽 りのない人間感情一の表現を意味してい

ることが分 る.こ こにおいて,初 めそ,モ ー リャの諦念 も理解できるわけ

である・処で・シングが,「 アラン島では母親の感情は非常に強いので,
そのため女性は苦痛の一生を与えられる.そ の,宙、子達は,成 長 して丁年に

達すると,直 ぐ島を出る羽目になるか,或 は,海 上での絶えざる危険にさ

らされてこの島で生活する.娘の方もまた出て行 ってしまうか,或は,成 長

してやがて次には彼女達を苦 しめることになる子供を育てて,そ の青春時

代の中に疲れ果ててしまう.」(「 アラン島」78～79頁 .)と,こ のよう

に述べているからといって,決 して,人 生はこのような ものであるという
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単 な る現実 肯定 を示 した もので もなけれ ば,ま た,そ れを間題意 識的に提出

したわけで もない.彼 のい う`reality'と は,そ うい った事実 の背後 に

あ る生 活へ の感情 的共感 と して,意 味 を有 してい るのであ る。感情的共感

と しての`reality'一 これ こそ シングの`reality'で あ り,祖 先の生

活を繰 り返 し続 け る農漁民達の中に,汚 れの ない原始性 を見出だ した彼 の

態 度は,実 にその感清的共 感に基づ いてい るので ある.社 会的或は政始的

な貧困 と抑 圧 のために 「甚 しく原始的 な状態 」(長 寿吉 『アイルラン ド

自由国璽)に とり残された彼等の姿に,シ ングが悲劇的にして崇高な人間

性を見出だ したということは何と皮肉なことであろうか。シングの求めた
`reality'と は

,飽 くまで,「 民族的な想像力」と結びついた彼等の原始

性のことであって,貧 困と圧迫の下に辛 うじて命をつないでいる彼等の現

実生活の低 い原始状態に対する生活的関心 で は な い.こ の,ア イルラン

ド農漁民の低 さを,『 イギ リス権力の酷薄無残なアイルラン ド植 民 政 策
　

が,い わば 計画的 につ くりだ した低 さ」 であ ると規定す る立場 か ら す れ

ば,シ ングの場合 は実 に対 蹠的な位置 にあ る.こ こに彼の社会的な姿勢の

程 を うかが い知 ることができるが,こ の点 に関 しては,彼 の全戯曲一特に

喜劇一にお け る`reality'を 考察 した上で間題 を整理 せ ねばなるまい.

因 って,『 」.M.Syngeの`reality'』 な る題 目の下 に次 の機会 に譲 り

度い.

Notes

①PrefacetoThePlayboyoftdze恥s'θ 魏World(Sツ 咒9θ's・配のs,

GeorgeAllenandUnwinLtd,1958),PP.174-5.

②cf.AlanPriceは,SyngeandAngl●-NishDran2a(Methuen

andCoLtd,1961)の 中 で,Syngeの す べ て の 戯 曲 の テ ー マ は`the

tensionbetweendreamandactuality'で あ る と い う こ と を 繰 り

返 し説 明 し て い る.

●RaymondWilliams:Dramafromlbsea2toEliot(Chattoand

Vl「indus,1961),p.159.

④cf.UnaEllis-Fermor:Thelrish1)7σ 嬲癖01110ve7nent(Me-

thuen-andCoLtd)9p,169.

RaymondWilliams:op,cit,,p,160.
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⑥AlanPrice:op.cit.,p.181.

GRaymondWilliarns:op,cit.,p,160.一

⑧DavidH.GreeneandEdwardM.Stephens:ノ 」4.Synge,

1871-1909(Macmillan,N,Y,,1959)p .120.

QRiderstotheSea(Synge'sPlays)p.41.

toyAlanPrice:op,cit ,,p,183.

ti;Prefacet°ThePlayboyoftheWesternWorld(Synge'sPlays)
,

p.173.

tC2,'」.M,Synge:TheAranlslands(GeorgeAllenandUnwin

Ltd,Reset1961)p .84.

⑬AlanPrice:op.CZt.,P.工89.・

⑭lbid.,p.188.

6Jlbid.,p.191.

OlntroductiontoSynge'sPlays,p,iii,

⑰ 木 下 順 二 「 ドラ マ の 世 界 』(中 央 公 論 社,昭 和34年),28頁.

⑱ 同 上 書,2(}-2i頁.
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